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ほこみちイメージソング
（ミヤケオリジナル作品）

ぜひお聴きください



ひとりの提案から始まった
でも、完成させるのはみんな

狛江駅北口のほこみち（歩行者利便増進道路）本格運用が令和7年3月15日に始まって以来、およそ1年

あまりが経ちました。

元々は私、三宅まことが令和3年2月26日の狛江市議会第一回定例会で市に提案したことが端緒となりま

す。厳密に言うと、コロナ禍真っ只中の令和2年以降にコロナ道路占用特例（令和2年6月に国交省発出の

規制緩和）を活用し、公共空間の利活用に関する社会実験「泉の森テラス」を3回にわたって主催しておりま

した。その後、国が道路法を改正し、ほこみち法制化の機会をとらまえて議会で提案、その後、令和4年秋の

ほこみち社会実験が狛江市事業として予算化され、2年間にわたるほこみち道路整備を経て令和7年春から

本格運用が始まったことが経緯となります。

さて、ほこみちができてから狛江駅周辺の景色が変わりました。平日はあちこちに置かれたベンチで市民の

皆様が思い思いの時間をお過ごしになり、土日には様々なイベントが行われ、市民の皆さんが集われます。

元々、ほこみちは道路空間で人の賑わいを創出する目的で国が制度化したもの。狛江市のように小さなま

ちで、市民の顔と顔が近いまちに相応しい取組みです。市民の皆様自らがプレイヤーとなり、ご自分の夢を

叶えるフィールドがほこみち。“歩く街から、つくる街へ”、こまえをシフトチェンジしていきましょう。

そんなキブンを感じていただこうと、ミヤケがほこみちのイメージソング“ほこみち～みんながプレイヤー～”

を作ってみました。ぜひ、左上のQRコードから読み取っていただき、じっくりとお聴きください。

また、右下のQRコードは、ほこみちを運営する（一社）こまえまちづくりラボのほこみち情報ウエブサイトで

す。開催予定のイベントスケジュールだけでなく、ほこみち出店する際のガイドラインや事例集が掲載されて

います。各種の出店形態は、いずれもリーズナブルな料金設定です。飲食だけでなく、ぜひ皆様の自由な発

想での出店形態のご検討、お問い合わせしてみてください。プレイヤーはあなたです。

ほこみちは、ひとりの議員の提案からであっても、完成させるのは市民の皆様お一人お一人の思いです。

一般社団法人こまえまちみらいラボ

こまえのほこみち情報 WEBSITE
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